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で用いられている代表的な尺度としては、 FES(Family Environment Scale ; Moos， 1974)、
F AD (Family Assessment Device ; Epstein， Baldwin & Bishop， 1983)が挙げられ、それ
ぞれ日本語版が作成されている。
a) FES (Family Environment Scale) 
FESは1974年に Moosによって作成され、 3つの次元と 10の下位尺度から成り立っている。
個々の下位尺度にはそれぞれ 9聞の項目が含まれ、計90聞がFESの総項目数である。この
FESについては野口ら (1991)によって日本語版が作成されている。






























でいるため (Saito，Nomura， Noguchi & T巴zuka，1996入質問項目の中に理解しにくいもの
があると、項目の内容が多義的に解釈されてしまい、妥当性に問題が生じる可能性が考えられ



















































































































Ind巴x)、CFI (Comparative Fit Index)、RMSEA (Root Mean Square Error of 
A pproxima tion)を用い、検定にあたり GFIが.90以上、 CFIが.90以上、 RMSEAが.05以下
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Table 2 FESと家族特性評価尺度との相関 (N=88)
円満 情緒的結合 共同活動 規律 自立
凝集性 .67*キ .74** .55** .44** .20 
表出性 .64*キ .57** .43** .08 .40** 
達成志向性 .28** .23* .32** .ー06 .42** 
活動娯楽志向性 .38本* .38** .43** .22* .27* 










となった。 (Table3 )。また、 CES-Dの得点を従属変数として重回帰分析をおこなった結果、
情緒的結合因子、自立因子が負の影響を与えていることが明らかとなった CTable4)。
次に、属性をもとにして被験者を 2群に分け、平均値の差の検定をおこなった。その結果を
Figure 1 ~ 3に示す。検定の結果、祖父母が同居していない群と祖父母のどちらかあるいは両
方と同居している群との聞において、共同活動因子の得点に有意差が見られた (t(86) =2.06， 
p<.05， Figure 1 )。また、小学校入学前の就学形態について保育園だけに通っていた群と幼稚
園だけに通っていた群とで平均値の差の検定をおこなったところ、共同活動因子の得点、に有意
差が見られた (t(76) =1.90， pく.05，Figure 2 )。一方、同胞の有無で平均値の差の検定をおこ
なった結果、有意差は見られなかった (Figure3)。
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Table 3 充実感尺度と家族特性評価尺度との Table 4 CES-Dと家族特性評価尺度との
重回帰分析 (N=88) 重回帰分析 (N=88)
標準備回帰係数 相関係数 標準備回帰係数 相関係数
自立 .29* .36 情緒的結合 -.35* .ー41
円満 .28* .35 自立 .ー21* .ー31
共同活動 .10 .15 円満 .ー15 .ー39
規律 .08 .16 共同活動 .ー13 "・15
情緒的結合 .05 .41 規律 .ー04 "・1
R2乗 .20 R2乗 .21 
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が強い CBohannon，1898; Wang， Chuanw巴n，Fan， Cunren， Lin & Guobin， 1984)、社会
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